
勝
原
公
民
館
で
六
月
十
四
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
「
教

養
講
座
」
と
し
て
『
防
災
に
関

す
る
講
座
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
井
貫
孝
司
・
勝
原
地

区
連
合
自
治
会
長
さ
ん
で
し
た
。

井
貫
会
長
は
、
防
災
士
の
立
場

か
ら
勝
原
地
区
の
「
災
害
に
先

手
を
打
つ
！
」
と
い
う
題
名
で

お
話
さ
れ
、
途
中
か
ら
は
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
約
３
０
名

で
し
た
。
。
災
害
に
備
え
る
こ

と
が
大
切

で
す
。

勝
原
公
民
館
・
文
化
講
座
の

講
師
・
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
て

先
日
、
「
リ
ー
ダ
ー
会
議
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

議
題
の
中
で
、
朝
七
時
時
点

で
大
雨
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ

て
い
る
と
き
は
講
座
が
中
止
に

な
る
こ
と
や
、
今
後
公
民
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
姫
路
市
か
ら
の

方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
公
民
館
利
用
に
際
し
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
よ
り
活

用
を
図
る
た
め
に
、
さ
ら
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
、

姫
路
市
へ
要
望
す
る
内
容
が
あ

り
、
住
民
の
方
々
が
利
用
し
易

い
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
十
日
に
、
勝

原
公
民
館
で
「
ふ
れ
あ
い
納
涼

の
集
い
会
議
」
（
第
二
回
）
が

行
わ
れ
、
主
催
者
の
勝
原
地
区

連
合
自
治
会
役
員
を
は
じ
め
各

種
関
係
団
地
の
方
々
約
五
十
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

実
施
日
は
、
七
月
二
十
五
日

（
土
）
十
六
時
五
十
分
か
ら
で

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体
が
準
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
話
し
合
い
が
持

た
れ
ま
し
た
。
関
係
者
は
、
住

民
の
方
々
が
集
い
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
工
夫
を
重

ね
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。
当
日
警
報
発
令
時
に
は
、

催
し
を
中
止
し
ま
す
。
雨
天
の

場
合
、
演
技
は
中
止
し
ま
す
が
、

催
し
は
実
施
し
ま
す
。

こ
の
判
断
は
、
当
日
朝
六
時
の

時
点
で
自
治
会
三
役
が
行
い
ま

す
。令

和
八
年
六
月
十
日
に
、
勝

原
公
民
館
で
「
ふ
れ
あ
い
運
動

会
会
議
」
（
第
一
回
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
施
日
は
、
十
一

月
三
日
（
火
・
祝
）
の
予
定
で

す
。
今
回
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
運

動
会
を
目
指
し
、
お
昼
時
に
終

了
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
広
告
掲
載
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
会
場
は
、
勝
原
小
学

校
運
動
場
と
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

勝
原
地
区
を
含
む
播
磨
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る

『
播
磨
国
風
土
記
』
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
播
磨
国
風
土
記
は
、

和
銅
六
年(713)

に
時
の
政

府
が
全
国
に
風
土
記
編
纂
命
令

を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
播
磨
国
で
は
、
霊
亀
元
年(7

15)

頃
ま
で
に
完
成
さ
せ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
播

磨
国
を
含
め
全
国
五
カ
所
の
風

土
記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
大
見

山
と
し
て
檀
特
山
が
比
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
品
太
天
皇
（
応

神
天
皇
）
が
こ
の
山
に
登
ら
れ

四
方
を
見
回
さ
れ
た
こ
と
や
、

大
法
山
は
朝
日
山
と
さ
れ
品
太

天
皇
が
こ
の
地
か
ら
当
時
の
法

律
を
発
令
さ
れ
た
こ
と
、
大
倭

の
千
代
勝
部
を
こ
の
地
に
遣
わ

さ
れ
「
勝
部
岡
」
と
名
付
け
ら

れ
た
由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
印
南
の
条
で
は
「
聖
徳

王
」
と
記
さ
れ
聖
徳
太
子
が
大

王
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第４２４号 勝原公民館だより 令和８年(2026)７月１日

姫路市立勝原公民館
〒６７１－１２１３
姫路市勝原区宮田
４８９番地３

☎（０７９）２７４－３７０１

勝
原
公
民
館
だ
よ
り

既に姫路市教育委員会
が発表していることです
が、勝原幼稚園が今年度
末を以って休園します。
入園児童の減少により、
いよいよ休園が近づいて
きています。
現在は、園児５名が在

籍しており、元気よく活
動しています。勝原公民
館では園児向けにパラス
ポーツ教室など、幾つか
の種目を通じてスポーツ
の楽しさを体験してもら
う機会を設けてきました。

勝原幼稚園の休園

退
屈
と

い
ふ
贅
沢
な

梅
雨
籠

茜
句
会

今
井
教
子

防
災
講
座

ふ
れ
あ
い
運
動
会

ふ
れ
あ
い
納
涼
の
集
い

リ
ー
ダ
ー
会
議

防災講座の様子

播
磨
国
風
土
記



こども書道 7/12㊐10:00∼ 渡部素子先生

こども絵画 7/19㊐10:00∼ 村上陽子先生

～地域講座・公民館での活動～

こども日曜教室

8・9月の教養講座

★『移動児童センターまわ～る』

なかよしランド

首すわりから就学前までのお子 ん・

さんと保護者対象。おもちゃでの

自由あそびや季節のわらべ歌遊びなど。

7月14日(火) 10:00～

シアター「ワンツーパンツ」

７月29日(水) 10:00~

工作「金魚すくい」

『わんぱくランド』小学生対象。

公民館で工作にチャレンジしよう！

７月29日㈬ 10:00~

「くるっと！紙コップブーメラン」か「トコ

トコのぼり人形」のどちらかを選べます。

★『やながせひろば』

公民館であそぼう

７月 28日(火) 10:00～11:15

ふれあい遊びや簡単な制作をして遊びます。

★『男の料理教室』

7月16日(木) 10:00

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

7月9日(木) 13:00 

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『まちづくり』当日参加OK！

8月13日(木) 13:00

（偶数月第２木曜）

講師 三木基弘・公民館長

教養講座 「 校区人権 」

８月 2日 (日) 13:30～

講師：三谷礼子先生（人権講師）

この講座では、人権問題に対する正しい理

解を深めるお話をしていだたきます。

教養講座 「 健康講座 」

８月 6日(木) 13:30~

講師：ツカザキ病院 視能訓練士

「眼についてのお話」

教養講座 「 メタボ対策 」

９月 6日(日) 13:30~

講師：服部カオリさん(ローズフルール代表)

こども向け公民館での活動

ジャコウアゲハ

公民館のウマノスズクサに「ジャコ

ウアゲハ」がやってきました。

ジャコウアゲハは平成元年に「市

蝶」に制定されています。

この蝶の幼虫はウマノスズクサを食

草とし、幼虫は４回脱皮して約20日間

でサナギになります。オスを捕まえる

と麝香(じゃこう)のような香りがするこ

とから名付けられたアゲハチョウです。

公民館にお越しの際は、ぜひ探して

みてください。


